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Visual Studio による大富豪の制作 

             

                渡谷 栄介 

 

１．まえがき 

 今回の課題研究で Visual C#を用いて大富豪を

制作した。制作のきっかけは去年の先輩の課題研

究を見て私もゲームを作ってみたいと思ったか

らである。 

 

２．原  理 

 今回は、Visual StudioというMicrosoftから出

ているアプリケーション開発ツールを使用した 

。 

３．研究内容 

(1)場と手札の作成 

 buttonコントロールで手札、picturebox コント

ロールで場を作った。今回は配置するコントロー

ルが多いので手札は 2次元配列 Card、場は配列

Baをそれぞれ作りプログラムで配置した。(図 1) 

 

図 1 場と手札の作成 

 

 

 

(2)トランプのシャッフル 

 Card buttonの Tag にランダムに 0~53までの

数字を入れ、弱い順に並び替える。(図 2) 

 

図 2 トランプのシャッフル 

 

 

(3)トランプの表示 

 Tag が 52か 53の場合 jokerを表示する。それ

以外の数字は、13で割った商が 0の場合はスペー

ド、1の場合はハート、2の場合はダイヤ、3の場

合はクラブとなり、13で割った余りに 1を足した

数字がカードの数字となる。 

 

図 3 トランプの表示 
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 (4)トランプを出す 

 選択したトランプを場に表示する。同時に、場

に出したカードを手札から消す。(図 4) 

 

図 4 トランプを出す 

 

(6)名前の入力 

 アプリを起動したときにプレイヤーの名前を

入力する。今回は VisualBasic.NETを使えるよ

うにして InputBox 関数を使用した。 

 

図 6 名前の入力 

 

４．ま と め 

 大富豪は 3が弱く 2が強いので 1と 2を比べる

ときに、13を足して比較するようにした。場に出

したトランプが入っていた buttonコントロール

は邪魔になるので毎回消すようにした。 

 

５．あとがき 

 去年の課題研究でも C#を使っていたが、今回

は2次元配列やRandom関数など初めて使うもの

が多く大変だった。今回の課題研究では大富豪を

制作したが、時間が出来たら別のゲームも作って

みたい。 
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